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정세 情勢 

反朝鮮ビラＶＳ汚物風船 

 脱北者団体「自由北韓運動連合」は５月

１０日、金正恩（キム・ジョンウン）体制

を批判するビラ（反朝鮮ビラ）３０万枚や

ＵＳＢ２０００個などが入った大型風船を

朝鮮側に飛ばした。これに対し朝鮮側は、

ごみなどの汚物がぶら下がった風船（汚物

風船）を２８日から２９日に約２６０個

（韓国側発表）、６月１日から２日に約６

００個（同）を韓国側に飛ばす対抗措置を

取った。 

 

韓国「あらゆる措置」、朝鮮「暫定中断」 

 韓国政府は３１日、朝鮮の挑発に遺憾を

表明し、「（挑発を）止めなければ、耐え

られないようなあらゆる措置を取る」と警

告。申源湜（シン・ウォンシク）国防部長

官は６月２日、アジア安全保障会議が開か

れているシンガポールで米国のオースティ

ン国防長官と会談。両長官は汚物風船を韓

国に飛ばすことは朝鮮戦争の停戦協定違反

にあたるとの認識を再確認し、朝鮮を非難

した。 

 朝鮮のキム・ガンイル国防次官は２日

夜、朝鮮中央通信を通じて談話を発表。汚

物風船を韓国に飛ばすことを暫定的に中断

すると発表し、韓国側が朝鮮へのビラの散

布を再開すれば風船を再び飛ばすと警告し

た。談話は風船を飛ばすことは「徹底した

対応措置」だとし、韓国のビラ散布が再開

された場合、「発見された量と件数に応じ

て百倍の紙くずと汚物を再び集中散布す

る」と警告した。また「５月２８日夜から

６月２日未明までごみ１５トンを各種器具

約３５００個で韓国の国境付近と首都圏地

域に飛ばした」と主張した。 

 韓国政府は４日、閣議決定と大統領の承

認を経て、南北間の相互信頼が回復するま

で、２０１８年に結んだ南北軍事合意

（９・１９軍事合意）の効力を全面停止す

ることを決めた。これを受け、国防部は４

日、南北軍事合意により制約のあった軍事

境界線付近と西北島しょ一帯で韓国軍のあ

らゆる軍事活動を再開すると発表した。 

 

韓国政府、ビラ散布を放置 

 統一部の具炳杉（ク・ビョンサム）報道

●「反朝鮮ビラＶＳ汚物風船」…ビラ散布中止・拡声器宣伝中止・軍事合意順守で南北対決の回

避を  

平和を破壊する尹政権を糾弾する緊急キャンドル行動 

（６・７、ソウル） 
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官は３日の定例会見で、民間団体にビラ散

布の自粛を要請するかを問われると「ビラ

散布問題は、表現の自由の保障という憲法

裁判所の決定の趣旨を考慮して対応してい

る」と述べ、自粛を要請しないというこれ

までの立場を改めて示した。尹熙根（ユ

ン・ヒグン）警察庁長も１０日、ビラ散布

を制止する法的根拠がないとの認識を明ら

かにした。 

 自由北韓運動連合は６日未明、反朝鮮ビ

ラ２０万枚を大型風船１０個を使って飛ば

した。韓国軍によると、朝鮮側は８日、汚

物風船を韓国に向けて飛ばした。朝鮮は２

日に汚物風船を暫定中断すると発表したが

再開した。 

 ６・１５南側委員会、全国民衆行動、民

主労総、平和統一市民行動など市民社会団

体のメンバーは７日夕方、ソウル市内で

「緊急キャンドル行動」を展開。９・１９

南北軍事合意を破棄し平和を破壊する尹錫

悦（ユン・ソンニョル）政権を糾弾し、

「対朝鮮ビラ散布の中止と陸上海上砲射撃

訓練の中止」を求めた。同行動は１３、１

５日にも実施。 

 

対朝鮮拡声器宣伝、再開 

 大統領室は９日、緊急の国家安全保障会

議を開き、汚物風船への対抗措置として、

同日中に南北軍事境界線付近に拡声器を設

置し、朝鮮への宣伝放送を再開することを

決定。韓国軍は同日午後、宣伝放送を再開

した。 

 「共に民主党」のイ・へソク首席報道担

当は９日、「南北軍事合意の効力停止によ

り偶発的衝突の可能性が憂慮される状況

で、拡声器による宣伝放送は極地戦にまで

飛び火する危険をはらんでいる」と指摘。

「汚物風船による挑発は対北ビラが原因」

だとした上で、政府は「表現の自由」を口

実に事態を放置していると批判し、国民の

生命と安全のために対北ビラを阻止すべき

だと主張した。また、政権危機を回避し免

れるために北の挑発を局面転換に利用して

いるのならば、国民は受け入れないだろ

う」と警告した。 

 進歩党のユ・ジョンオ、チョン・ジョン

ドク、チョン・ヘギョン議員は１０日、国

会で記者会見を開き、「対南・対北ビラの

中止、朝鮮半島の平和実現のための国会決

議案」を提案した。 

 朝鮮労働党の金与正（キム・ヨジョン）

副部長は９日に談話を出し、韓国が朝鮮の

体制を非難するビラの散布と南北軍事境界

線付近で拡声器を使った宣伝放送を並行し

て行う場合、「新たな対応を目撃すること

になる」とし、「これ以上対決の危機を招

く危険な行為を直ちに中止し、自粛するこ

とを厳重に警告する」と表明した。朝鮮中

央通信が伝えた。 

 

ビラ散布中止・拡声器宣伝中止・軍事合意順

守で南北対決の回避を 

 脱北者団体の対朝鮮ビラ散布から始まっ

た朝鮮への宣伝戦・心理戦は朝鮮の汚物風

船による対応措置を招いたが、朝鮮側が一

旦、中断を表明したことで事態は収束する

かに思われた。 

 しかし、尹政権は憲法裁判所が判示した

「表現の自由」を口実にビラ散布を放置し

事態を悪化させながら、「（挑発を）止め

なければ、耐えられないようなあらゆる措

置を取る」として、９・１９南北軍事合意

の効力を停止すると同時に拡声器による宣

伝も再開し、南北の対決を激化させ軍事緊

張を一気に高めている。 

 結果には原因がある。対朝鮮ビラの散布

が汚物風船の飛来を招いたのであり、ビラ

に対する尹政権の姿勢が朝鮮を刺激したの

は明らかだ。 

 「表現の自由」に名を借りた朝鮮への挑

発行為であるビラ散布を即時中止させ、拡

声器による宣伝を即時中止し、南北軍事合

意を復元して相互順守することにより、南

北対決から軍事衝突へと向かいかねない現

状をまずは回避することが、国民の生命と

安全、財産を守る政権が果たすべき使命

だ。尹政権にそれが不可能ならば、退陣を

求める声はさらに高まるだろう。 
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「共に民主党」院内代表団、１０日に民主

労総を表敬訪問／パク・チャンデ院内代表

「民主党に失望しただろう、行動する民主

党になる」 

 

 民主労総執行部と「共に民主党」院内代

表団が懇談会を開催し、第２２代国会に向

けた課題などを協議した。民主労総の機関

紙「労働と世界」（６月１１日）から紹介

する（一部省略）。 

 

 パク・チャンデ「共に民主党」院内代表

とキム・ジュヨン環労委幹事、ユン・ジョ

ングン院内報道担当、チョン・ジヌク院内

代表秘書室長、パク・ヘチョル対外協力委

員長、キム・ヒョンジョン議員が６月１０

日午前、民主労総を訪問した。民主党院内

代表一行は１時間ほどヤン・ギョンス民主

労総委員長をはじめとする民主労総執行部

と懇談会を持った。 

 ヤン委員長は尹錫悦（ユン・ソンニョ

ル）政権の２年間、労働者・庶民の苦痛が

加重されている現実を指摘し、「第２１代

国会に対する期待が大きかったが、良い点

数を与えることは難しかった」と語った。

ヤン委員長は続けて「『国民の力』や保守

勢力の妨害ももちろんあったが、民主党の

意志の限界が明確だった」としながら、

「第２２代国会では民主党がこの限界を突

破し克服しなければならない」と指摘し

た。 

 パク院内代表も第２１代国会で民主党が

限界を示したことを認めた。パク院内代表

は「第２１代国会とは異なり、実践する国

会、行動する民主党をスローガンとして掲

げている以上、言葉ではなく行動と成果で

示す」と応じた。 

 民主労総は民主党議員らに民主労総の６

大核心要求（△労組法２・３条の改正△５

人未満の事業場に労働基準法の全面適用△

産別交渉の制度化△週４日制、労働時間の

上限制の導入△富裕層への増税と福祉財政

の拡大△社会保険、医療、ケア、エネル

ギーへの国家責任と公共性の強化）を伝え

た。パク院内代表は「民主労総の政策提案

が総選挙時に民主党の政策を樹立する上で

も多くの助けになった」とし、「労働が尊

重される社会を早めるために民主党が最善

を尽くす」と述べた。 

 民主労総は特に第２２代国会の至急な課

題として、最低賃金の差別適用を防ぐこと

と依然として続く建設労組への弾圧を中止

することを提起した。 

 民主労総執行部と民主党議員らは尹政権

の反労働政策に対応するため、意志疎通の

窓口を準備する必要性でも意を共にした。

事務金融労組委員長出身のキム議員は「民

主党と民主労総が相互の信頼を築き労組員

にも信頼されるためには、民主党が労働界

の要求を受けて満足するに値する成果を出

さなければならないが、この間そうではな

かった」とし、「このため両者が意思疎通

できる常設窓口が設けられる必要がある」

と語った。 

 懇談会には、民主労総側からイ・テファ

ン首席副委員長、コ・ミギョン事務総長、

イ・ヤンス副委員長、イ・ミソン副委員

長、ハン・ソンギュ副委員長、ホン・ジウ

ク副委員長が参加した。 

 

原文 

https://worknworld.kctu.org/news/

articleView.html?idxno=504753  

●【記事紹介】 民主労総が民主党院内代表団と懇談会を開催…ヤン・ギョンス委員長「尹大統領

の拒否権法案処理が宿題、至急に解決すべき」  

民主労総と「共に民主党」の懇談会（６．１０、民主労総本部）  

https://worknworld.kctu.org/news/articleView.html?idxno=504753
https://worknworld.kctu.org/news/articleView.html?idxno=504753
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활동보고 活動報告 

●都内で汚染水海洋投棄抗議行動…李俊一事務長がアピール 

「さようなら原発１０００万人アクショ

ン実行委員会（実行委員会）」は５月２４

日、首相官邸前で「５・２４放射能汚染水

を止めろ！ 官邸前抗議行動」を開催し

た。 

実行委員会から主催者あいさつ。「岸田

政権は現在エネルギー基本計画を審議して

いるが、原発の最大限の活用を主張してい

る。まるで福島の事故がなかったかのよう

だ。汚染水は、汚染された土壌から新たに

発生し続けておりまったく減っていない。

政府の原子力政策は破綻している。引き続

き抗議の声をあげていこう」と語った。 

反原発団体や市民団体などがアピールす

る中、韓統連の李俊一（イ・チュニル）事

務長がアピール。「韓国では２０１３年か

ら福島など東北、北関東からの水産物を禁

輸している。汚染水を放出している限り禁

輸が解かれることはなく、結局最も打撃を

受けるのは福島の漁民たちだ」と主張。

「韓国の尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権

は、汚染水放流を容認した共犯者だ。わた

したちは、このような尹政権を退陣させ、

汚染水放流反対の国際世論をいっそう高め

ていきたい。ともに闘っていこう」と語っ

た。 

参加者全体でシュプレヒコール。「放射

能汚染水放出をやめろ」「これ以上海を汚

すな」と訴えた。 

アピールする李俊一事務長 

●「韓国オプティカルハイテック労組を支援する会」が月例行動 

日東電工の１００％子会社である韓国オ

プティカルハイテック（慶尚北道亀尾市）

では、２０２２年１０月の工場棟火災を口

実に工場の廃業と労働者の解雇が行われ、

全国金属労組亀尾支部韓国オプティカルハ

イテック支会の組合員１１人が現在、会社

側に雇用継承を求めている。 

同支会の訴えに積極的に応えようと１月

２５日に結成された「韓国オプティカルハ

イテック労組を支援する会（共同代表 渡

邉洋全労協議長ら５人）」は、毎月第４月

曜朝、日東電工東京本社（品川シーズンテ

ラス２６階）への抗議申し入れと品川駅前

での宣伝を展開している。 

５月２７日の行動では韓統連の宋世一

（ソン・セイル）委員長がアピール。宋委

員長は尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権に

よる労働弾圧を糾弾すると共に、前日の韓

日首脳会談に言及した上で、尹政権は韓日

関係の「改善」を維持するために、日本政

府の意向に沿いながら韓日間の懸案を封じ

込めており、同支会への弾圧もその一環だ

と指摘した。 

当日、２６階へのエレベーターを止めて

抗議申し入れを遮断するという暴挙に出た

日東電工に対し、支援する会メンバーは抗

議の声を力強くあげた。 

アピールする宋世一委員長 
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●韓国良心囚を支援する会全国会議が「2024年全国運動出発集会」を開催 

「韓国良心囚を支援する会全国会議（全

国会議）」は６月６日、都内で「２０２４

年全国運動出発集会」を開催した。 

渡辺一夫代表が主催者あいさつ。今年１

月に急逝した石井寛事務局長を悼みながら

「救援運動をはじめて５０年以上がたっ

た。当時は命と人権さえ保障されればと思

い運動し、釈放を勝ち取ってきた。現在の

課題は再審無罪だ。これからも一人でも多

くの良心囚の再審無罪を勝ち取るため努力

していきたい」と語った。 

良心囚の人生を追ったドキュメンタリー

作品「スパイ」上映後、「アジア共同行動

日本連絡会議」の迫田英文事務局員が「韓

国総選挙の結果と今後」と題し講演。迫田

氏は、４月１０日の韓国総選挙で野党が大

勝した原因について「尹錫悦（ユン・ソン

ニョル）政権に対して国民の審判が降りた

ということだろう」と分析。「総選挙の中

で『尹政権審判』が主要なイシューとな

り、国家保安法や駐韓米軍など韓国社会の

根本的な課題についての言及が少なかった

ことが残念だ」とし、今後の課題として進

歩勢力の躍進をあげた。 

全国会議から活動報告。５月２８日、韓

国から「金槿泰（キム・グンテ）記念治癒

センター」のメンバーが大阪を訪問し支援

団体と交流。全国会議が「在日韓国政治犯

を救った日本の市民たち」の一員として紹

介され、感謝盾を贈呈されたと報告した。 

元良心囚の金元重（キム・ウォンジュ

ン）氏、尾澤孝司氏が連帯あいさつ。韓国

社会の状況や韓国オプティカルハイテック

労組支援と裁判闘争について報告された。 
 

報告する迫田事務局員 

●大阪で「イム・イジンさん招請講演会」を開催…韓国社会の課題を共有 

６月９日、大阪市内で「イム・イジン氏

招請講演会」が開催された。主催は韓統連

大阪本部を中心とした招請委員会。イム・

イジン氏の著書「数字の社会」は２０２３

年に韓国でベストセラーとなった。 

「在日韓国良心囚同友会」の李哲（イ・

チョル）代表が主催者あいさつ。「『数字

の社会』は韓国の社会矛盾を指摘した話題

の著書です。今日は講演を通じて問題の本

質と解決方法について共有しましょう」と

語った。 

イム・イジン氏が「韓国社会 数字追求の

裏の欲望」をテーマに講演。イム氏は講演

の中で、現在の韓国社会を「お金を追い求

めている韓国社会」と表現し、「多くの

人々が何もしないと敗北者になるという恐

怖心から、すべての手段を動員して高騰す

るマンションを購入するなど資産増大欲望

にかられている」と指摘した。また、「韓

国人は中間層意識が強く、社会の普遍的基

準に合っていて、他人から見て恥ずかしく

ない中間層になろうと考え、その結果、終

わりのない競争が起こり、満足と多様性が

不在になる」と述べながら、「違いに対し

て寛容であり、社会が求める成功でなくて

も、自分らしい生き方ができる社会をつ

講演するイム・イジン氏 
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くっていかなければならない」と強調し

た。 

 講演後、活発な質疑応答が行われ、韓統

連大阪本部の金昌範（キム・チャンボム）

代表委員が閉会あいさつした。 
 

●「強制動員問題解決と過去清算のための共同行動」が院内集会を開催 

「強制動員問題解決と過去清算のための

共同行動」は６月１１日、「６．１１院内

集会 国連・ビジネスと人権に関する指導

原則から問う！ 強制動員企業の人権感覚

と企業倫理」を開催した。 

シンポジウムでは「日本製鉄元徴用工裁

判を支援する会」の中田光信氏、「移住

連」の鳥井一平共同代表理事、神奈川大学

の山崎公士名誉教授が登壇。 

中田氏はＩＬＯ条約に関して解説。「Ｉ

ＬＯ条約では企業による強制労働の撤廃が

目標として掲げられている。日本性奴隷問

題や戦時産業強制動員問題はＩＬＯ条約違

反として何度も解決するように求められて

いる」と強調した。 

鳥井氏は外国人技能実習制度の問題点を

中心に報告。「技能実習制度は表向き実習

とされているが、実態は奴隷労働と言うに

等しい劣悪なものだ」と指摘。「強制労働

など、過去の問題をきちんと捉え反省して

こそ、現在の問題も解決することができる

だろう」と語った。 

山崎氏は２０１１年に国連で採択された

「ビジネスと人権に関する指導原則」につ

いて報告。「現在、グローバル・ノース諸

国や多国籍企業は人権侵害から労働者を保

護する指導原則を尊重・順守する姿勢を示

している」と解説。「強制動員問題の被害

者が救済されていない以上、現在も続いて

いる問題だ。企業に対して指導原則を順守

し、問題解決を要求するアプローチが必要

だろう」と語った。 

韓国から民族問題研究所の金英丸（キ

ム・ヨンファン）対外協力室長がオンライ

ンで参加。韓国の強制動員裁判の現状を報

告し、「国際的な連帯により企業倫理をよ

り周知させ、企業を追い詰めていきたい」

と主張した。 

행사예정 行事予定 

7月 

情勢学習会（神奈川） 

日時:７月２１日（日）午後２時開始 場所：ミューザ川崎 内容：情勢講演（講師：李俊一

（イ・チュニル）事務長） 主催：韓統連神奈川本部 連絡先:０９０－１０４９－４２６１

（文） 

８月 

在日コリアン青年学生のための本当の韓国発見ツアー「チンチャコリア」 

日時:８月１０日（土）～１２日（月・休） 内容：光復節記念大会、韓国青年学生との交

流、ＤＭＺ（非武装地帯）平和紀行、都羅山統一展望台、ソウル市内観光など 参加費：３

０,０００円（食事・宿泊など現地滞在費、航空便は各自手配） 主催：在日韓国青年同盟 

連絡先:０３－４４００－５３３１（韓） 

共同行動の院内集会（報告記事）に参加しました。特に衝撃的だったのが技能実習生の報

告で、まるで植民地時代のようなひどい待遇に胸が痛み、怒りが湧きました。こんなこと

を続けている限り、日本は国際社会から孤立する一方です（李） 

編
集
後
記 

報告する中田氏 






